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「いのちいきいき米」は苗作りの段階から無農薬、無化学肥料で栽培しています。しかも、肥料は米ぬかと天然のミネラルだけです。ですから、本当に安全な、正真正銘の有機栽培のお米です。しかし、それだけでなく、無農薬と無化学肥料でお米を作ることによって、田んぼは「生き物一杯の田んぼ」になります。

私が米作りを始めてからもう２０年近くになりますが、始めたのは正にその二つの理由からです。
忘れもしません、１９９８年に新聞の第一面に黒帯に白抜きで極太の文字で「メダカが絶滅機種に」と大々的に報じられました。その時のショックと言ったら、天と地がひっくり返ったかのような衝撃を受けました。と同時に頭をガーンと叩かれたようにも感じました。
「自分は、日本人は一体今まで何をしてきたのだろう」と、自分の足元で知らないうちに何かとんでもない大罪を犯してしまっていることを痛切に感じました。

その原因を調べていくと、農薬や家庭の洗剤などによって小川や川の水が汚染されて日本全国いたるところでメダカが生きられない環境になってしまっていることを知らされました。以来、なんとしても、そうして水を汚染し、壊してしまった田んぼと周辺の自然環境を再生したいという思いが強くなり、ちょうどそのころ岩沢信夫先生に出会って、「生き物いっぱいの田んぼ」作りができる、不耕起・冬期湛水の米作りを学ぶことになったのでした。

一つこの夏の体験談をさせていただきます。
早朝に田んぼに水がちゃんと入っているか見て回るのですが、７月中旬になると、毎朝たくさんヤゴが羽化して赤トンボ（正式名はウスバキトンボ）になります。ある田んぼでは余りにたくさんの赤トンボが稲穂に止まっているので、その数を数えたら、なんと３６０匹もいるではありませんか。畔の反対側は良く見えませんから、そこにもいたであろうトンボも推定すると、４００匹から５００匹にもなりそうです。その田んぼは6.2畝（６２０m2）の小さな田んぼですが、それでも一日でそんなにたくさんのトンボが生まれていたのです。これには驚きました。
ところが、周りの田んぼにはほとんど赤トンボが見当たりません。それは除草剤によってヤゴが死んでしまうからです。有機栽培の田んぼはこのように赤トンボにとって最後のシェルターになっているのです。

ところで、大家族の苗作りは「寒さの中で鍛える」のが特徴です。それによって、苗は強く、逞しく、生命力のある稲に育ち、異常気象にも耐えられる稲になります。そして、生き物いっぱいの田んぼならではのおいしくて生命力のあるお米が出来上がります。
「自然が作り出すおいしさと生命力のあるお米」、それが「いのちいきいき米」の最大の特徴です。
ついでに申せば、そのように生命力のある苗が冬の寒さを乗り越えて稲が多年草化したのです。「稲の多年草化栽培」は（資）大家族が開発した、画期的な栽培方法です。今や、「稲の多年草化栽培」はSNSと本の出版によって日本全国で急速に広まりつつあります。

さて、言うまでもなく、安全で生命力のあるお米を食することは健康維持の要となる行為です。新型コロナウイルスが猛威を振るって以来、免疫力を付けるようにと叫ばれていますが、三度三度の主食に生命力あるお米を食することほど確実に免疫力を高める方法は他にはないのではないでしょうか。それは一時しのぎのワクチン接種よりずっと確かで、永続し、かつ全く副作用を伴わない、賢い健康法です。

別の面に目を向けると、年間注文を置くことはご家庭の一年分の主食であるお米を備蓄することになります。皆さんに代わって、（資）大家族が責任をもって皆さんのお米を保管し、毎月必要分だけをお届けすることになります。今や異常気象の激甚化によって世界の食糧供給は年々不確実性が高まっていて、いつ起こるかもわからない海外からの食糧供給の激減や突然の停止、つまり、輸出国の緊急輸出規制などに備えることになります。
また、米中対立の激化と独裁者プーチンによるロシアのウクライナ侵攻で、とりわけ台湾制圧を露骨ににおわせる習近平独裁政権下では、台湾海峡有事が次第に現実味を帯びてきています。そのような緊急事態が勃発した時には海上封鎖など予期せぬ事態が発生する可能性があります。そんな事態でも、主食のお米の年間注文で実質的な備蓄をしておけば、自身と家族の生存は確保できることになるでしょう。

最後に、年間注文を置くことで、前払いをお願いしておりますが、それによってお米を生産する農家は生計が安定し、安心して米作りに専念できるようになります。そして、それは間接的に田んぼから自然環境を再生する活動を支援することにもなります。

それでは、今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合掌






